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1. 研究背景

　SNS(Social Networking Service) の地理情報の発達で

即時的に人々の移動を考察できる時代が訪れている。

1.1 首都圏での震災による混乱

　地震大国である日本では、震災対策として国や自治体

などの行政機関
文 1,2)

、防災系研究室
文 3)

などが綿密な統

計調査やシミュレーションを行っている。しかし、有事

においては時々刻々状況が変化し、想定し得ない事態が

起こる。今回の東日本大震災は、東北地方に甚大な被害

を与え、震災直後は首都圏にも大きな混乱をもたらし

た。「帰宅困難調査」
文 4)

によると物資の効率的な支給

や通信、交通網の整備などが問題として挙げられた。早

い段階で災害規模を把握し、初動体制をとり、有事にお

ける都市の混乱をおさめることが重要である。

1.2 混乱の中での SNS

　そんな中、震災直後の通信障害により電話がつなが

りにくい状況で、パケット通信による SNS が緊急時の

コミュニケーションの 1 つとして活用された。携帯電

話の基地局が被害を受けたエリアを除き、SNS の中で

Twitter では、家族・同僚の安否確認や、テレビ・ラジ

オを視聴していた人からの被災状況、周囲の交通状況

などを、各自が身の周りの状況を刻々と伝えることで、

マスメディアでは伝えきれない情報が得られた
文 5)

。情

報交換の容易さからデマ情報も多く発信されたという

問題もある
文 6)

が、天笠らは震災発生直後では、投稿数

が高い水準を維持していることを指摘し
文 7）

、鳥海らは

Twitter で飛び交ったデマに対し、判定精度評価を行っ

た
文 8)

。利用傾向の分析を行った研究もあり
文 9

、震災以

外の分野でも都市生活者の行為の時空間分布を可視化す

る
文 10)

など、Twitter を中心に SNS を用いた災害時にお

ける研究が、震災を契機に行われていることが分かる。

1.3 自助、共助、公助による災害支援

　自助・公助・共助という言葉がある。自助は自力で助

かること、公助は公的機関によって救出されること、共

助は公的機関以外の人々に助けられることである。阪神

大震災の時に助かった人の内、自助 7 割、共助 2 割、公

助 1 割というデータがあり、共助の重要性が指摘されて

いる
文 11)

。そこで、膨大な生活者の行為をリアルタイム

に発信している Twitter の情報を、収集、分類し、「ど

こが、どのような状態か」を共有することで、災害時の

共助、公助に役立てることができるのではないかと考え

た（図 1）。

2. 研究目的

　東日本大震災当時の首都圏で「どこが、どのような状

態だったのか」を明らかにするために、発信された地理

情報付き tweet を時間別、内容別にマッピングすること

を目的とする。

3. 研究方法

　本稿では、時々刻々更新されていく Twitter タイムラ

インの中から震災直後の首都圏の緯度経度を持つジオタ

グ付きの tweet を抽出し、個々の本文に含まれる単語に

よって分類、色分けして 3 時間ごとにマッピングするこ

とで、tweet 内容別の分布の可視化を行った。ここでは

対象範囲を首都圏にした。平常時から tweet にジオタグ

を付加している人は首都圏に集中していることと、また

震災によって東北地方はインフラに大きな被害を被って

おり tweet 数が減少していたこと、一方関東以西は震災

による被害が少なかったためである。

3.1 調査フロー（図 2）

　以下のフローで「データ取得」「データ整理」「テキス

トマイニング」「マッピング」を行った。
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図 2: 調査フローデータベース化 データ抽出 マッピング
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3.2 データ取得

　地理情報を付加させることが出来る SNS として

Twitter を用い、データ収集のプログラムを Perl で記

述した。普段から地理情報を使用するユーザのリストを

作成した。各々の過去の投稿を遡って取得していき、デー

タベースを作成した。震災が発生した 2011 年 3 月 11 日

14 時 46 分〜 12 日 0 時 46 分までのデータを用いた。取

得したユーザー数は 954 人で、地理情報の付与された投

稿は 7924 件確認された。

3.3 データ整理

　取得された tweet は csv で書き出される。このログの

分析は VBA を用いて行った。次に各ユーザごとの中か

らジオタグが付いていない tweet を削除し、全 tweet を

Excel ファイルにまとめ、時系列に並べた ( 図 3）。

3.4 テキストマイニングによるカテゴリー作成

　まず、被災者にとっての問題やニーズ ( 図 4) に関連

する「疲れる」「混む」「待つ」「食べる」「休む」という

5つのキーワードを取り挙げた。続いて、それぞれのキー

ワードに対して、全ての tweet をテキストマイニングの

フリーソフトウェア KHCorder にかけ、形態素解析を行っ

た。これは、「○○で電車が動かない」という文章の場合、

明らかに「待っている」という行為の内容であるが、「待

つ」というキーワードが含まれていないために、関連性

のある tweet を補って抽出できない、という問題に対処

するためである。

　以上の解析の結果から、キーワードに関連した共起度

の高い動詞、名詞を上位 40 個と、動詞の活用形を抽出

した。この際「RT、＠」など tweet 全てに見られる記号や、

「おはよう」などキーワードとの特有の関わりがないと

思われるものを除外した。抽出された結果をもとに、5

つのキーワードと共起度が高く、出現パターンの似通っ

た単語のリストを作成し、それぞれを「疲労」「混雑」「待

機」「食」「休息」という 5 つのカテゴリーとした ( 表 1）。

3.5 時間別、カテゴリー別によるマッピング

　KML 形式のファイルから、GoogleMaps 上でカテゴリー

ごとに色分けし、震災発生 (14:46) から 3 時間ごとに

23:46 までの 3 つの時間帯でマッピングを行った ( 図 5

〜 9）。

4. 結果 / カテゴリーごとの考察

　「疲労」( 図 5)：17:46 〜 23:46 まで幹線通り沿いに

tweet の分布がある。都内と近郊では当日、約 600 万人

が徒歩で帰宅したという。午後８時までに、488 万人が

徒歩で帰宅をし、ピークの午後７時は、都心の幹線道路

の歩道は人であふれた文 12）。この分布は、徒歩移動によ

る人々が疲労を感じていたものだと考えられる。23:46

〜ではかなり減少していた。関連する文字列で [ 腰が痛

い ] や [ 足首を捻った ] など、「苦痛」に関する tweet

も多く見られた。また「休息」と照らし合わせてみると、

似た傾向が見られた。これは疲労を感じたため休息を取

る人が多かったと考えられる。

　「混雑」( 図 6)：企業が終業する 17:46 〜 20:46 に、ター

表 1: それぞれのキーワードと共起度が高く、出現パターンの似通った単

語のリスト (5 つのカテゴリー）
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図 4: 東日本大震災における「帰宅困難調査」 出典 : ウェザーニュース

図 3: データ整理からマッピングまでの流れ
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図 7：待機カテゴリ
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図 9：休息カテゴリ
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ミナル駅周辺に集中的に分布している。当日は、21:00

以降より順次地下鉄、私鉄は動き出していたが、ダイヤ

の大幅な乱れと JR の終日運休のため、翌 0:00 まで駅周

辺における混雑が続いた。「混雑」の分布からこの様子

が伺える。それ以降、都心部での集中的な分布は見られ

なかった。帰宅をあきらめ避難所に向かう、あるいは帰

宅可能な人が帰宅したため、分散したと考えられる。ま

た幹線道路沿いにみると、郊外まで長く延びていること

が分かる。当日は、グリッドロックとも呼ばれる大規模

な車道での渋滞が発生した文 13）。この様子が伺える。「混

雑」は「休息」や「疲労」など、歩行者特有の状態とは

違った分布が見られた。また、渋滞で緊急車両が通行で

きない、との車道に関する tweet も見られた。

　「待機」( 図 7)：行為の性質上、「休息」と分布が似て

おり、「休息」の方がより多くの tweet を抽出できていた。

しかし、屋外、寒さの中で待つという行為は、それだけ

で体力を消費し、移動中よりも寒さを感じやすい。その

ため時期によっては「寒さ」などとともに、tweet が密

集するエリアを割り出すことも有用だと考えられる。

　「食」( 図 8): 他の分布と同様に 17:46 〜 20:46 では

都心部に分布していたものが、20:46 〜 23:46 には郊外

に分散していった。移動中や避難中に、空腹を感じたこ

とや飲食を行っているという内容の tweet が存在する一

方、帰宅後に飲食を行っているという内容も多く存在す

るなど、支援を必要としない人々の tweet も混ざってし

まっていたために、「食」カテゴリーならではの傾向が

見られなかった。本震災の東北沿岸など、数日以上も避

難するような長期的な支援が必要なエリアでは、食料、

物資は生命に関わるものであるが、今回マッピングを

行った震災直後の場合には適さないカテゴリーであると

いうことが分かった。

　「休息」( 図 9)：分布が、一番多かった。「混雑」「疲

労」を感じたので「休息」をとる、という tweet が多く

見られたこと、「休息」は行為の性質上「待機」や「食」

と区別しにくいことが理由だと考えられる。また、「休

息」では幹線道路沿いとターミナル駅の両方に集中して

いた。移動中の休息に対する欲求と、待機中という休息

との行為の性質が似通っていることなどが原因として考

えられる。

6. まとめ

　震災時の地理情報付き tweet から「どこが、どんな状

態だったのか」を時間別にマッピングすることで、震災

直後の混乱状態と、その地理的分布が明らかになった。

・展望

　本稿では至らなかったが、リアルタイムな災害支援シ

ステムを実装することで、「どこで、何が起こっている

のか」を把握できるマップにより、公的機関による公助

とともに、トイレや食料の提供、避難所としての民間施

設の開放を考えている個人や企業による効率的な共助に

よる支援ができるかもしれない。

・問題点

　本稿で扱ったデータは首都圏で、被害が甚大な東北地

方では通信インフラの復旧まで収集が不可能であった。

　tweet の内容はデマであったり、個人的な見解に基づ

くものであったりと、マスメディアほどの信頼性はな

く、情報ソースも不確かであることが多い。フィルタリ

ングやテキストマイニングなどの精度を上げることで信

頼性を上げることが必要である。また、本稿では、抽出

したのが単語であったため、カテゴリーにそぐわない

tweet もマッピングされた。個人が発する情報の信頼性

に留意しつつ、ある程度誤りがあることを受け入れ、情

報が不足しがちな発災直後に、被害規模の把握に努めて

初動体制をとることが必要である。
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